
「さなぶり」 

10 周年記念誌ができました 

 本会の 10 年間の出来事や思い出を載せてま
とめました。時折、お目を通していただけたら
ありがたいと思います。     

編集委員 一同 
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 米という字の十は東西南北の四方を

表し、それに米粒を配して、四方 に

米粒が飛び散ったところを表す象 形
しょうけい

文字
も じ

です。穂の形から出来ているとい

う説が有力です。 
 その他に、お米を作るには「八十八

の作業があるという手間がかかるもの

で、それが「米という字の由来だ。」と

いう人もいます。 
 5 月に皆さんが植えた苗は八十八夜

(88 日)ほどたつと見事な稲穂になりま

す。このような文字を最初に作った昔

の人の想像力は本当に素晴らしいと思

いませんか？ 
 

 
 昔の田植えは、手で一本ずつ植える

ので、猫の手も借りたいほど手間と時

間がかかるので近所の人と手伝い合い

ながら田植えをして能率的に作業して

いました。その忙しい田植えが終わっ

て一息つく“早苗振る舞い”がサナブ

リになったと言われ、古くは農家のも

っとも楽しい行事の一つでした。 
田の神様にお供え物をし、手伝って

くれた人へ御苦労のお礼と「来年もよ

ろしくお願いします。」という意味を込

めて赤飯や手作りのお饅頭を作って振

る舞いました。 

 

一口メモ ×２ 

「米という字の由来」 

田んぼでふれあい ～ 5月 6日 中小で田植えをしました。 ～   

「米という字の由来」 

 「ツメテー！」久しぶりに素足で田んぼの中に入った子等の歓声が上がります。 
 5 月 6 日、大久保市長様・酒井教育長様をお招きし、またお手伝いに来られた地域のボランティアの方々や我が子・我が孫の田植え

の様子を見に来た家族など大勢が見守る中、ムラサキあやめの咲き誇る中小学校の田んぼで田植えが行われました。 
 初めて田植えをする 1 年生は 6 年生が傍について親切に植え方を教えます。去年田植えをした 2 年生はもう上手に早苗を植えていき

ます。中小の全児童の手により田んぼは見る見るうちにかわいい苗で埋め尽くされていきました。 
 今年は水の張り方もちょうど                         良く田植えをしやすく土作りされた松本昭二様 
にお礼申し上げます。        

数日後、松本さんが一人田んぼ                       の中で植え 
た後の「浮き苗」を植え直したり、                       まだ植え 
られる余地に更に植えたりしている                       姿を見か 
けました。とても有難いことです。 

これもお米をたくさん収穫する                        八十八」の 
「手間のうちの 1 つなのです。これからも「水回り」と言う苗が成長するための水の張り方・田の 
草取り・肥料その他たくさんの手間が続いて、秋にはいっぱいのお米が収穫されることでしょう。                      

                          

今 学 校 で は         中小学校長 佐藤 茂男 

 

いよいよ今年の「ほたるを観る会」が近づいてきました。本校で

は 6 年生を中心に、昨年度から「総合的な学習の時間」に 23 年度

に向けた活動が始まっています。今回の「うずまのほたる」ではそ

の活動を紹介し            たいと思います。 

昨年度 6年生            から研究を受け継いだ 

5 年生（現 6年生）     生）    は昨年 10 月に巴波川の 

生態調査から学            習を始めました。12月 

には、ほたるの            ビオトープの草むしり 

しりを行い、1月 －水辺のビオトープ作りー にはほたるのビオトープ 

清掃をしました。この時には 118 匹のザリガニを捕まえました。き

れいになったビオトープに 2 月１6 日に全校児童がほたるの幼虫を

放流しました。3 月には理科室にミニビオトープを作り、6 年にな

った4月には体育館前の水辺のビオトープにもほたる飼育用のミニ

ビオトープを作って研究を進めています。 

 平成 13 年に、巴波川にほたるを呼び戻そうと始めた学習が、現

在もしっかりと続いています。 

 

「さなぶり」 とは？ 

10 年を振り返って     

 ほたる飛び交う中地区を目指す運動の会 会長 森田  弘 

 

まばゆく幻想的な光を放つほたるが中小学校に飛び交って 10 年

を迎えることができました。自治会長様をはじめとする地域ボラン

ティア、学校、PTA の皆様のご協力、ご支援の賜物と心より感謝申

し上げます。 

10 年を記念して「10 周年記念誌」を発行します。広報班を中心

に昨年の 5 月から 10 回の会議を開催し、素晴らしい記念誌が作成

されました。平成 13 年からの活動が写真と文章で紹介されていま

す。これを読むと 10 年の思い出が甦ってきます。 

大勢の方々の参加を得て、７月の暑い時期に汗を流し、泥だらけ

になってのビオトープ作り、ほたるの飼育、「中地区ほたるを観る

会」の開催、巴波川へのほたるの幼虫・カワニナの放流、巴波川の

清掃、中小児童のほたるの発表などです。そして、多くの皆様の参

加で和気あいあいと活動できたことが１０年の思い出です。 

今後も、中小児童の夢「巴波川にほたるを甦らせよう」の活動を

続け、子ども達の健全育成と環境の大切さを子ども達と共に学んで

いきたいと思います。ご協力よろしくお願いします。 

田うえをしたよ 

1 年 

  
たうえのみずが

つめたかったてす。

どろまみれになっ

たけどたのしかっ

たです。おねえさん

とおにいさんがし

んせつにしてくれ

たからうれしかっ

たです。 

1年  

 
たんぼのなかの 

たうえはどろがつ

めたくてきもちよ

かった。 たんぼの

おこめがおいしく

なるようにいっし

ょうけんめいにが

んばりました。 

2 年  

  
きょうぼくは田う

えをしました。 
5 年生がやさしく

おしえてくれまし

た。 
どろだらけにな

ってしまいました。

たのしかったです。 

2 年 

  
きょうわたしは

田うえをやりまし

た。 
どろどろでころ

びそうでした。なえ

をじょうずにうえ

られました。むずか

しかったです。 



 

 ★ 6 月３日（金）     ★ ６月４日(土) 

式  典  1８：０0 ～１８；４０  観る会   

イベント 18：４0 ～         １９：３０～２１：００ 

観る会 19：３0 ～ 21：00 

皆さんお誘い合わせて観に来てください。 
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          車入口 

県道 36 号線 

 

円満寺卍 

 車出口 

                              

 

                
 
 

 

至佐野・足利          国 道 50 号 線       至結城・笠間 

              

             

入 口 (北側県道から) 

・「観る会」のため午後７時～９時の間はなるべく車の出入り

はしないようご協力ください。 

・車は、西向き ＜ビオトープを背にして＞駐車する。 

         【ほたるは、明るさを嫌います。】  

出 口 (駐車場西側から) 

    
夜店…前 PTA 役員・中地区育成会の方々・道の駅「美田の

里」の方々の御協力により 

＜ アイスクリーム・フランクフルト・焼きそば・いなり寿司 

 おにぎり・芋フライ ＞ … お 楽 し み に ！ 

 

＝編集後記＝ 
「うずまのほたる」第１７号発行にあたり多くのご協力をい

ただき感謝いたします。今年は 10 周年記念式典を予定してい

ますので楽しみにして来てください。 
今年もたくさんのほたるが飛び交いますように。 

 

 
6 年生は、中地区にほたるをよみがえらせようと、今年も様々な試みをしています。子ども達の夢が叶うよう応援していきます。 

 
 
会 長  森 田   弘   
 

副会長  中見川 一 男 ・ 佐 藤 茂 男  

       栗 原 要 子 ・ 田 中 房 雄  

  
ボランティア ＜順不同＞    

 
岸  康孝 ・小川  明 ・新井 幸男 ・小暮 米作 

古口 昌稔  ・田波耕太郎 ・増田 博利 ・青木  康 

安良岡 博 ・神山 芳典 ・熊倉  弘 ・松本 昭二 

神山 宜久 ・安良岡 武 ・小川 平八 ・小川 和之 

渡部 康博 ・小林 利雄 ・青木 盛治 ・速見 政孝 

島田 和夫 ・松沼 義重 ・藤野 貞和 ・見目 仁司 

神山 和男 ・小倉 省吾 ・玉野 由蔵 ・田波 和夫 

坂本 秀男 ・須賀  隆 ・小林喜代治 ・安良岡完治 

黒須 孝次 ・松沼 富雄 ・山野井幸男 ・青木 新市 

柏崎 敏弘 ・大出 昌男 ・諏訪 信栄 ・神山 節子 

田中 佐一 ・大出 清成 ・斉藤  守 ・小林 剛久 

田中   勉 ・野中 良雄  ・嶋田 貞夫  ・早乙女秀利 

谷田貝 進 ・塩田 忠男 ・大出 真一 ・佐山 康友 

新村 昇一  ・須賀 重光  ・五十畑一男  ・須賀  良夫 

松井 正弘 ・青木 秀夫  ・早乙女進介 ・須賀 利夫 

小川 十二 ・見目  守 ・渡辺 正次 ・須賀  司 

神山 典夫 ・小川 友一 ・古村泰次郎 ・井岡 正三 

小林 一大 ・小林 正雄 ・渡辺  光 ・湯本 正義 

速水 勝夫 ・須藤 文夫 ・松本 和己 ・栃木 久雄 

古口 忠男 ・松沼 由美 ・仲木 照美 ・黒須かな子 

須賀 幸江 ・大森 利男 ・小川 真美 ・荒井 淑恵  

前田 秋子 

 

    事務局  田澤  均 ・大熊 幸子 

 

                                                
 
  

    
 

 
 
 
 

 
 
 

                                  
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

至 栃木 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

巴波川  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
－うずまのほたる－ 広報班 

神山 芳典・神山 宜久・田波耕太郎・田中 佐一・黒須かな子 
須賀 幸江・小川 真美・前田 秋子・荒井 淑恵・田中 國雄 
田澤  均・大熊 幸子  

 
校庭西側

駐車場  中小学校 

南小林 交差点 

 
ほたる飼育ボランティアさん募集します！  

 
水槽・カワニナ・幼虫その他、会で用意します。希望の方
は御連絡ください。     

 
連絡先  中小学校 … ３８－０６４９ 

県南卸売市場 
JA 中支所 

〒郵便局 

中公民館 

至 小山 

イチゴの里 

巴波川の清掃とカワニナ放流 

6 年  

3 月 3 日に巴波川の清掃をしました。

川岸にはたくさんのゴミがありました。

ペットボトルやビニールのゴミがあり、

このままではホタルが生きていけないと

思いま            した。              

清掃し            て環境

が少し            良くな

った             ので               

放流 
したホタルが夏になって飛んだらいい

な。と思いました。 

ミニビオトープ 

6 年  

ぼくは理科室にビオトープを作りまし

た。ほたるが飛べるように天敵を入れな

いで水をきれいにする草を植えました。 
初めは泥が崩れて濁って 

いたけれど石を置いて土が 
削れないようにしました。 
ぼくたちが作ったビオトープ 

で幼虫が育ってほしいです。 

水辺のビオトープ 

6 年  

 室内のビオトープを作成した私達は、

次に外でもビオトープ作りをやりまし

た。校庭の土や草などをもちい、水が流    

れるように出来たビオトー

プは、みんなで協力してす

ばやく上手に作れました。 

 私は時々観察していま 

すがほたるの幼虫が元気そ

うなのでうれしいです。 

今年は、10 周年記念のため式典は、イベ

ントの直前に実施することになりました。皆

様家族そろってお出でかけになり、「ほたる

観る会」を盛り上げてください。 


